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研究成果の概要（和文）：妊娠高血圧症候群は、全妊婦の 5～10％に発症し、母児の生命を脅 

かすものである。古来より観察されてきた疾患であるにも関わらず、未だに原因は分から

ず、治療方法は妊娠の終了、つまり分娩のみである。これは早産児を生み出すことにつな

がる。今回、我々は、妊娠高血圧症候群の原因となる因子の候補を複数個選出することが

できた。これは将来に向けて、さらなる病態解明、及び治療につながる可能性を秘めてい

る。 

 

研究成果の概要（英文）：Pregnancy induced hypertension is observed in 5～10％ of 

pregnant women, and both maternal and fetal lives will be endangered if it proceeds. 

Thought it was reported from ancient times, the fundamental therapy available is to 

terminate the pregnancy. It leads to increase preterm birth. This time we found several 

candidates of causing preeclampsia. They may hold possibilities for future elucidation 

and therapy. 
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１． 研究開始当初の背景 

妊娠高血圧症候群は、「妊娠 20 週以降、
分娩後 12 週まで高血圧が見られる場合、
または高血圧に尿タンパクを伴う場合
のいずれかで、かつこれらの症状が単な
る妊娠の偶発合併症でない場合による

ものをいう」と定義され、全妊婦の 5～10％
に発症し、母児の声明を脅かすものである。
古くはヒポクラテスの著書にも記載のあ
る古い疾患であるが、現代医学の進歩にも
関わらず、未だに治療法は分娩のみである。
「学説の病」と言われる程に病因論も多岐
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に渡っている。この疾患の病態の解明が
必要とされている。 

２．研究の目的 

    妊娠高血圧症候群の治療方法は現時点
では妊娠の終了、つまり分娩しかない。 

これで発症後の対応であるのみならず、
早産児を増やすことにもつながる。その
ため、発症前の予知が重要となる。今回、
少しでも発症前に適切な対応をとるこ
とができるよう、発症の予知因子を見つ
けることを目的とした。また、我々が 

以前作製した妊娠高血圧症候群のモデ
ルマウをもとに、病態解明を試みた。 

３．研究の方法 

予知因子に関しては、まず、発症前のヒ
ト血液サンプルと、コントロール群の血
液サンプルとで、我々が候補であろうと
と考えている因子群を、発現タンパク質
量を比較した。モデルマウスを用いた解
析では、胎盤、血液、肝臓などの臓器を
採取し、コントロール群との比較検討を
行った。 

４．研究成果 
   今回、ヒトの血液サンプルを用いた 
  探索、および妊娠高血圧症候群モデル 
  マウスを用いた実験で、予知因子の候補 

群をいくつか絞ることができた。これら 
は、現時点では確定的な候補ではないが、 
今後、候補群を単独で、複数個組み合わ 
せるなどして、より良い予知ができる可 
能性を秘めている。 
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